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今後共よろし
高橋孝雄（大6）

一
言
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－
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十
十
二
二
∵
－
。
－
－
1

嶋
田
　
協
先
生

遁
辞
視
賀
会
開
健

平
成
6
年
度
三
翠
化
学
会
総
会
を

下
記
の
と
お
り
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
本
会
総
会
に
あ
わ

せ
て
、
応
用
微
生
物
学
研
究
室
主
催

の
「
嶋
田
　
協
先
生
退
官
記
念
講
演

会
」
が
、
学
外
の
先
生
な
ら
び
に
本

会
会
員
を
講
師
と
し
て
、
恒
例
の
総

会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
ま
す
。
食
糧

問
題
か
ら
最
先
端
の
微
生
物
学
分
野

の
話
題
ま
で
幅
広
く
興
味
深
い
お
話

し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。
長
時
間
に
は
わ
た
り
ま

す
が
、
是
非
と
も
こ
の
記
念
講
演
会

か
ら
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

＼

　

　
　

　

　

　

己

日
時
　
平
成
6
年
5
月
2
8
日
①
1
0
時

～
1
6
時

場
所
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
名
古
屋

（
J
R
名
古
屋
駅
（
桜
通
口
）
よ
り

徒
歩
3
分
、
中
央
郵
便
局
向
）

℡

0

5

2

－

5

7

1

－

2

2

2

1

受
付
開
始
　
9
時
0
0
分

嶋
田
　
協
先
生
退
官
記
念
講
演
会

（
1
0
時
～
日
時
2
0
分
）

1
．
沢
田
寿
々
太
郎
氏
（
大
4
卒
）

聖
母
女
学
院
短
大
教
授

「
飽
食
を
考
え
る
…
グ
ロ
ー
バ
ル
な

共
生
の
視
点
か
ら
…
」

2
．
大
井
　
進
氏
　
大
阪
市
立
大
学

理
学
部
教
授

「
高
温
メ
タ
ン
菌
に
つ
い
て
」

3
．
荒
井
基
夫
氏
　
大
阪
府
立
大
学

農
学
部
教
授

「
微
生
物
の
酵
素
阻
害
剤
…
ア
ミ
ラ

ー
ゼ
を
中
心
と
し
て
…
」

4
．
山
内
雄
治
氏
（
大
2
1
卒
）
　
フ

ァ
イ
ザ
ー
製
薬
㈱
主
任
研
究
員

「
微
生
物
が
生
産
す
る
生
理
活
性
物

質
の
探
索
」

総
会
（
Ⅱ
時
2
0
分
～
1
3
時
）

講
演
会
（
Ⅱ
時
2
0
分
～
1
2
時
2
0
分
）

1
．
「
目
で
見
る
農
芸
化
学
の
移
り

変
わ
り
」
　
嶋
田
　
協
先
生

2
．
「
寝
た
き
り
老
人
の
周
辺
」

青
木
み
か
先
生

三
翠
化
学
会
総
会
お
よ
び
東
海
支

部
総
会
　
　
（
1
2
時
2
0
分
～
1
3
時
）

嶋
田
先
生
退
官
記
念
祝
賀
会
お
よ
び

懇
親
会
　
　
（
1
3
時
1
0
分
～
1
6
時
）

会
費
　
8
0
0
0
円

以
上

（古市）

奈
良
省
三
先
生

北
岸
確
三
先
生

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

奈
良
省
三
、
北
岸
確
三
両
先
生
に

は
、
昨
年
秋
の
叙
勲
で
、
共
に
勲
三

等
旭
日
中
綬
章
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
誠
に
お
目
出
た
い
事
で
あ
り
、

教
え
を
受
け
た
卒
業
生
一
同
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
奈
良
先
生
叙
勲
記

念
祝
賀
会
の
模
様
お
よ
び
、
北
岸
先

生
の
ご
近
況
に
つ
い
て
、
寄
稿
頂
き

ま
し
た
。

奈
良
省
三
先
生
が
、
平
成
5
年
秋

の
叙
勲
で
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受

け
ら
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
祝
賀
会

を
去
る
平
成
5
年
1
2
月
Ⅱ
日
の
土
曜

日
昼
に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
津
で
開

いた。奈
良
先
生
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
㍉

勲
章
・
勲
記
を
飾
っ
て
、
小
宮
の
挨

拶
、
前
田
巌
氏
（
大
1
）
の
卒
業
専

攻
生
を
代
表
し
て
の
祝
辞
、
学
部

と
し
て
臨
席
い
た
だ
い
た
高
橋
先

の
祝
辞
、
奈
良
先
生
の
お
話
－
に

づ
い
て
、
福
田
映
氏
（
大
1
一
の

頭
取
り
で
乾
杯
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー

入
っ
た
こ
出
席
者
は
先
生
ご

囲
ん
で
5
9
名
、
大
学
1
回
か

業
生
則
余
名
の
3

った（）会
半
ば
に
し
て
、
薮
本
義
碓
先
生

（
大
4
）
と
四
年
生
の
時
崎
通
子
さ

ん
よ
り
奈
良
先
生
御
夫
妻
へ
記
念
品

と
花
束
の
贈
呈
が
あ
っ
た
。
引
き
続

き
鈴
木
（
大
西
）
氏
（
大
王
、
石

川
氏
（
夫
3
）
、
玉
置
氏
（
大
望

な
ど
が
一
づ
お
祝
い
の
言
葉
と
思
い
出

な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
懇
親
を

重
ね
た
。

記
念
品
の
贈
呈
に
は
、
当
日
こ
の

会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
卒
業
専
攻

生
の
多
数
の
方
が
た
か
ら
の
拠
出
が

あ
っ
た
。

締
め
く
く
り
を
渋
谷
氏
（
大
4
）

の
音
頭
取
り
で
万
歳
三
唱
し
て
、
午

後
3
時
頃
に
会
を
閉
じ
た
。

（
小
宮
孝
志
記
）

北
岸
確
三
先
生
は
、
大
正
8
年
滋

賀
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
大
学
ご

卒
業
後
農
林
省
農
事
試
験
場
、
東
北

農
業
試
験
場
、
農
業
技
術
研
究
所
で

研
究
生
活
を
送
ら
れ
、
昭
和
3
9
年
8
）

月
三
重
大
学
農
学
部
教
授
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
二
昭
和
5
8
年
4
月
、
停
年

に
よ
り
退
官
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
土

進
ん
で
こ
ち
れ
た
こ
と
は
、
卒
業
生

一
同
よ
く
存
知
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
研
究
に
対
す
る
真
筆
さ
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

研
究
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
常
に
時
代

の
一
歩
先
を
歩
い
て
い
た
事
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
受
賞
を
機
会
に
ご
紹
介
し
ま

す。
東
北
農
業
試
験
場
時
代
、
火
山
灰

土
壌
を
研
究
対
象
と
さ
れ
、
牧
草
の

集
約
栽
培
に
つ
い
て
研
究
を
さ
れ
ま

し
た
＝
牧
草
を
選
ば
れ
た
事
自
体
、

後
の
昭
和
3
0
年
代
後
半
か
ら
の
畜
産

壌
学
・
肥
料
学
分
野
の
研
究
、
教
育

に
心
血
を
注
が
れ
、
我
々
学
生
を
ご

指
導
頂
き
ま
し
た
。

先
生
の
お
人
柄
は
、
謹
厳
実
直
そ

の
も
の
で
あ
り
、
研
究
の
道
一
筋
に

振
興
を
先
取
り
し
た
も
の
と
い
え
ま

す
が
、
火
山
灰
土
壌
を
そ
れ
ま
で
の

化
学
的
側
面
か
ら
見
る
事
に
加
え

て
、
土
壌
物
理
学
の
面
か
ら
検
討
す

る
こ
と
に
着
手
さ
れ
、
土
壌
水
分
（
p

F
）
を
測
定
す
る
装
置
を
考
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
装
置
は
現
在
も
メ
ー

カ
ー
の
手
で
作
ら
れ
、
こ
の
分
野
で

広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
土
壌

学
」
の
分
野
で
「
土
壌
物
理
」
が
脚

光
を
浴
び
る
1
0
年
前
で
し
た
。
そ
の

後
、
東
京
の
農
業
技
術
研
究
所
に
移

ら
れ
、
微
量
金
属
元
素
の
研
究
を
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
、
公
害

が
問
題
に
な
り
、
水
質
汚
濁
防
止
法

が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
話
で
、
ブ
ー

ム
が
起
る
前
に
問
題
の
所
在
を
見
抜

か
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
分
析
装

置
も
、
当
時
、
農
学
分
野
に
お
い
て

は
画
期
的
な
発
光
分
光
分
析
装
置
を

導
入
さ
れ
、
企
業
サ
イ
ド
と
、
同
じ

分
析
技
術
水
準
で
対
峠
さ
れ
よ
う
と

し
た
事
も
、
お
人
柄
由
か
と
思
い
ま

す
。
ち
な
み
に
三
重
大
学
に
お
い
て

先
生
が
導
入
さ
れ
た
原
子
吸
光
分
析

装
置
は
、
土
壌
肥
料
分
野
で
は
最
初

の
も
の
で
し
た
。

先
生
は
、
現
在
も
朝
夕
の
散
歩
を

日
課
と
し
て
お
ら
れ
、
大
変
お
元
気

で
久
居
市
に
在
住
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
御
自
身
の
お
体
に
も
研
究
者
ら

し
い
注
意
を
注
が
れ
、
何
か
変
調
が

感
じ
ら
れ
る
と
、
ひ
ど
く
な
る
前
に

手
を
打
た
れ
て
い
る
ご
様
子
で
、
こ

れ
も
健
康
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
秘
訣
の

よ
う
で
す
。

ご
授
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、
今

後
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
（
小
畑
　
仁
記
）

陽
春
四
月
、
皆
様
に
は
健
や
か
を

日
々
を
お
通
し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ

ま
す
。
私
は
昨
年
1
0
月
か
ら
生
物
資

源
学
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
半
年
を
経
過
し
た
の
み

で
、
軌
道
に
も
の
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

多
忙
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

日
々
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ

と
、
会
議
が
多
い
こ
と
や
最
も
大
切

な
学
部
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
な
ど
行

動
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
が

多
く
思
う
よ
う
に
は
こ
び
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
農
芸
化
学
そ
の
他
の
方
々

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ

き
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
は
今
、
改
革
を
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
一
般
教
育
の
1
年
半
を
廃

止
し
、
4
年
間
学
部
教
育
を
す
る
こ

と
や
社
会
人
の
大
学
、
大
学
院
へ
の

入
学
を
促
進
、
社
会
に
開
か
れ
た
大

学
づ
く
り
等
々
い
く
つ
か
の
問
題
が

提
起
さ
れ
、
検
討
、
実
施
に
入
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
4
年
一
貫
教
育

は
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
一
般
教

育
の
不
評
や
新
入
生
の
五
月
病
な
ど

で
問
題
点
が
多
く
、
こ
の
解
消
の
た

め
現
在
鋭
意
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
社
会
人
の
大
学
院
へ
の
入
学
は

博
士
前
期
課
程
（
修
士
課
程
）
は
す

で
に
全
国
の
大
学
に
先
が
け
平
成
2

／＼

年
度
か
ら
、
博
士
後
期
課
程
（
博
士

課
程
）
は
平
成
3
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

ふ
る
っ
て
入
学
し
て
下
さ
い
。
一
方
、

論
文
提
出
に
よ
る
博
士
（
論
文
博
士
）

の
制
度
も
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
お

考
え
お
き
下
さ
い
。
さ
ら
に
企
業
等

と
の
共
同
研
究
も
一
層
の
促
進
を
は

か
る
べ
く
建
物
や
種
々
の
機
器
を
充

実
し
っ
つ
あ
り
ま
す
の
で
活
用
の
程

を
お
願
い
し
ま
す
。
大
学
・
学
部
で

は
農
学
部
7
5
周
年
が
2
年
後
、
生
物

資
源
学
部
1
0
周
年
が
3
年
後
、
大
学

5
0
周
年
が
5
年
後
に
ひ
か
え
て
お
り

ま
す
が
、
同
窓
会
も
農
・
水
が
一
緒

に
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
生
物
資

源
学
部
1
0
周
年
を
農
学
部
7
5
周
年
も

兼
ね
て
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
前
に
校
舎
が
明
年
3
月
1
0

日
に
完
成
す
る
予
定
で
す
の
で
、
平

成
7
年
度
は
じ
め
か
ら
農
芸
化
学
の

各
研
究
室
は
新
校
舎
の
6
、
7
階
に

移
り
ま
す
。
新
校
舎
は
現
在
の
農
学

校
舎
の
す
ぐ
海
寄
り
の
所
で
す
。
そ

の
他
明
年
1
月
未
に
は
大
学
と
し
て

待
望
の
講
堂
も
完
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
1
、
2
年
の

間
に
キ
ャ
ン
パ
ス
は
か
な
り
様
変
わ

り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
年
の
三

翠
化
学
会
総
会
は
是
非
大
学
内
で
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
教
官
挨
拶

平
成
5
年
1
2
月
1
日
付
け
で
農
産

物
利
用
学
研
究
室
の
助
手
と
し
て
赴

任
し
た
勝
崎
裕
隆
で
す
。
3
年
と
9

カ
月
ぶ
り
に
三
重
大
学
へ
帰
っ
て
き

た
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で

す
。
諸
先
生
方
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、

よ
く
通
い
慣
れ
た
大
学
に
ま
た
通
う

こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、
も
う
す

ぐ
新
校
舎
へ
引
っ
越
し
し
て
し
ま
う

た
め
、
そ
の
立
ち
会
い
に
間
に
合
っ

て
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
様
な
も
の

で
す
。
時
代
の
変
化
を
目
の
当
た
り

に
す
る
よ
う
な
大
事
な
時
を
こ
の
三

重
大
学
で
過
ご
す
の
が
光
栄
で
あ

り
、
ま
た
昼
夜
実
験
し
た
校
舎
を
後

に
す
る
こ
と
で
残
念
で
も
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

さ
“
て
、
自
分
の
こ
と
を
少
し
紹
介

し
ま
す
と
、
昭
和
4
0
年
愛
知
県
の
常

滑
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
バ

イ
オ
の
ブ
ー
ム
が
到
来
し
そ
う
な
時

に
三
重
大
学
の
農
芸
化
学
科
に
合
格

し
順
調
に
4
年
生
と
な
り
食
品
化
学

研
究
室
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
山
田

先
生
の
下
、
旦
伎
遊
び
と
研
究
に
精

進
し
、
そ
の
後
生
物
資
源
学
研
究
科

の
第
1
回
の
修
了
生
と
を
り
、
続
い

て
名
古
屋
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
で
は
ゴ
マ
種
子
の
配
糖

体
の
構
造
と
機
能
と
い
う
テ
ー
マ
で

研
究
を
し
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
三
重
大
学
へ
赴
任
と
い

う
こ
と
に
な
り
現
在
に
い
た
っ
た
わ

け
で
す
。

研
究
と
し
て
今
後
は
、
食
品
成
分

に
よ
る
、
生
体
調
節
機
能
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
何

事
に
関
し
て
も
経
験
不
足
で
あ
り
ま

す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
の
で
三
翠
化
学
会
会
員

の
皆
様
に
は
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（勝崎裕隆）

仙
人
会
こ
と
し
は
三
重
県
湯
の
山
で

北
陸
で
の
専
2
ク
ラ
ス
会
を
機

に
、
愛
称
を
仙
人
会
に
改
称
し
、
毎

年
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
替
え
、
幹
事
を
替

え
て
き
た
が
、
昨
年
は
Ⅱ
月
7
日
、

伊
豆
の
伊
東
で
仙
人
会
の
懇
親
会
を

開
い
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
初
め
て
な
が

ら
、
市
橋
正
幸
君
ら
の
御
努
力
で
、

各
地
か
ら
1
4
名
が
参
集
し
、
伊
豆
の

夜
を
語
り
明
か
し
た
。

こ
と
し
は
、
三
重
県
の
当
番
。

大
道
敏
行
、
岡
本
俊
郎
、
佐
々
木

敏
雄
、
藤
井
淳
一
、
中
川
潔
彦
ら
が

お
世
話
役
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ

と
し
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。
（
委

細
　
直
送
）

日
時
…
：
9
月
1
8
日
㈲
～
1
9
日
㈲

場
所
…
：
三
重
県
菰
野
町
湯
の
山
温

泉
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
向
陽

（
専
2
　
中
川
潔
彦
記
）
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石　垣　保　志 �国家公務員 

伊　藤　伸　一 �名古屋大学大学院農学研究科 

伊　藤　弥　生 �サンミート株式会社 

卯　川　裕　一 �三重大学大学院生物資源学研究科 

宇佐美　真　純 �豊通エンジニアリング株式会社 

内　田　俊　也 �旭電化工業株式会社 

大　島　信　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

大　宮　博　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

緒　方　　　進 �三重大学大学院生物資源学研究科 

鎌　倉　昌　樹 �京都大学大学院農学研究科 

河　合　尚　利 �村上技研株式会社 

目　下　　　良 �三重大学大学院生物資源学研究科 

小　林　崇　浩 �自衛隊 

菰　田　淳　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

佐　野　秀　人 �三重大学大学院生物資源学研究科 

杉　井　志　穂 �菱田製薬株式会社 

杉　浦　和　彦 �三重大学大学院生物資源学研究科 

杉　本　真　弘 �三重大学大学院生物資源学研究科 

鈴　木　亮　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

時　崎　通　子 �株式会社紀伊国屋書店 

徳　永　勝　彦 �名古屋大学大学院農学研究科 

中　尾　英　和 �京都大学化学研究所研究生 
i中　島　広　哉 1 �三重大学大学院生物資源学研究科 

西　尾　昌　洋 �三重大学大学院生物資源学研究科 

E　野　上　正　弘 �三重大学大学院生物資源学研究科 ー　野　村　周　平 �三重大学大学院生物資源学研究科 

野　村　俊　和 �三重大学大学院生物資源学研究科 

橋　本　　　敦 �三重大学大学院生物資源学研究科 

福　本　貴　子 �ケンコーマヨネーズ株式会社 

藤　枝1万　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

松　島　和佳子 �株式会社ポッカコーポレーション 

村　井　　　努 �敷島製パン株式会社 

村　田　圭一郎 �三重大学大学院生物資源学研究科 

村　林　純　子 �三菱油化ビーシーエル株式会社 

森　本　兼　司 �三重大学大学院生物資源学研究科 

矢　田　純　子 �敷島スターチ株式会社 

吉　原　恭　子 �三重大学大学院生物資源学研究科 

若　菜　友　美 �地方公務員 

渡　辺　祥　規 �三重大学大学院生物資源学研究科 

佐　藤　康　彦 �進路未定 

修士課程修了生 

秋　元　政　人 �大塚製薬株式会社 

伊　藤　友　美 �株式会社イチビキ 

右　京　政　補 �ー　三重大学生物資源学部研究生 

王　　　　　偉 �帰国（上海市） 

貝　谷　康　治 �兵庫県立高校講師 

川　島　圭　子 �テクノ中部株式会社 

河　野　昭　宏 �味の素ゼネラルフード株式会社 

菊　地　　　覚 �オフテックス株式会社 
！ 　酒　井　浩　司 �敷島スターチ株式会社 

l 　佐　合　美　紀 �進路未定 

塩　原　智　子 �御木本製薬株式会社 

武　村　政　春 �名古屋大学大学院医学研究科博士課程 

チッタイソン・アム十日 �三重大学大学院博士後期課程 

西　田　　　勇 �サッポロビール株式会社 

西　辻　耕　治 �タマノイ酢株式会社 

早　野　寛　仁 �日本合成化学工業株式会社 

福　原　美　奈 �日本商事株式会社 

彰　　　徳　子 �進路未定 

水　口　百　代 �地方公務員 

南　谷　吉　彦 �三好化成株式会社 

宮　城　智　子 �三重大学大学院博士後期課程 

毛　受　信　雄 �日本臓器製薬株式会社 

モハメド・マイ対レ・アーサン �三重大学大学院博士後期課程 

薮　野　佳寿郎 �地方公務員 

斎　　　　　側 �株式会社天野製作所 

博士課程修了生 
／小瀬古　茂　樹 �サンジ）レン醸造株式会社 
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三
翠
化
学
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
。

お
元
気
で
す
か
。
世
界
中
で
、
ま
た

大
学
の
内
外
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起

っ
た
平
成
5
年
度
も
な
ん
と
か
終
わ

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や
職
場
で
は
つ
ぎ

の
新
入
生
を
迎
え
る
準
備
に
お
忙
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

〝
平
成
の
不
景
気
〟
が
吹
き
荒
れ

た
今
年
度
を
す
こ
し
ふ
り
か
え
り
、

併
せ
て
コ
ー
ス
の
現
況
を
お
伝
え
す

る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
4
0
名
の
2
年

生
、
4
1
名
の
4
年
生
、
1
9
人
の
修
士

無
試
験
で
大
企
業
に
入
っ
た
先
輩

達
？
と
は
異
を
り
、
本
年
度
は
、
－
何

度
も
何
社
も
企
業
を
訪
問
し
、
試
験

を
受
け
、
ま
た
3
次
、
4
次
の
面
接

を
受
け
た
人
も
か
な
り
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
で
は
2
月
か
ら
求
職
活
動
を

し
た
の
で
す
が
、
先
輩
の
い
る
、
ま

た
、
農
芸
化
学
に
馴
染
み
の
深
い
会

社
は
、
ど
こ
も
何
十
人
、
何
百
人
と

い
う
志
願
者
の
数
で
し
た
の
で
、

″
の
ん
き
〟
に
構
え
て
い
た
人
、
〝
試

験
に
弱
い
〟
人
は
大
変
で
し
た
。
面

先
輩
の
方
に
は
、
出
来
る
だ
け
早
く

情
報
を
母
校
に
流
し
て
頂
く
よ
う
に

お
願
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
一
J
勿

論
母
校
の
学
生
・
教
官
は
、
〝
ぬ
る

ま
湯
の
上
浜
温
泉
〟
と
言
わ
れ
ぬ
よ

う
日
頃
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
も
の
で

す。
今
年
度
の
卒
業
生
の
な
か
で
、
特

筆
す
べ
き
は
、
博
士
課
程
修
了
者
で

す
。
コ
ー
ス
で
は
じ
め
て
の
課
程
博

士
（
生
物
機
能
応
用
科
学
専
攻
）
を

世
の
中
に
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま

平
成
5
年
度
の

農
芸
化
学
コ
ー
ス
を
顧
み
て

平
成
5
年
度
農
芸
化
学
コ
ー
ス
主
任

目13月3年6成平

1
年
生
、
2
人
の
博
士
1
年
生
を
4

月
に
迎
え
た
農
芸
化
学
コ
ー
ス
は
、

大
講
義
室
で
の
「
新
歓
コ
ン
パ
」
で

5
年
度
の
幕
あ
け
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
4
年
生
と
2
7
人
の
修
士
2
年
生

さ
ら
に
6
人
の
博
士
3
年
生
は
、
な

か
で
は
卒
業
実
験
、
外
で
は
就
職
活

動
に
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苦
？
あ
れ
ば
楽
あ
り
と
は
を
か
な
か

い
か
ず
、
多
く
の
諸
君
が
教
官
と
も

共
就
職
進
学
に
年
度
末
ま
で
奮
戦
い

た
し
ま
し
た
。
先
輩
が
引
い
て
く
れ

接
は
、
「
慣
れ
と
心
構
え
」
で
随
分

結
果
が
違
い
ま
す
。
先
輩
が
あ
と
か

ら
母
校
に
「
ち
ょ
っ
と
お
と
な
し
か

っ
た
、
英
語
が
す
こ
し
悪
か
っ
た
」

と
報
告
す
る
の
は
つ
ら
い
も
の
で

す
。
昔
か
ら
競
争
の
激
し
い
就
職
試

験
は
、
面
接
や
学
科
試
験
の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

日
常
の
語
学
の
鍛
錬
、
企
業
セ
ミ
ナ

ー
の
参
加
や
資
料
請
求
は
、
国
立
理

系
の
学
生
と
い
え
ど
も
は
積
極
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

柏
村
直
樹

し
た
。
あ
と
に
つ
づ
く
諸
君
の
良
い

刺
激
と
な
り
、
ま
た
論
文
博
士
の
道

を
開
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
博
士
課
程
の
社
会
人
学
生
諸
君

は
、
企
業
や
家
庭
の
理
解
と
週
末
や

夜
に
実
験
を
す
る
フ
ァ
イ
ト
が
要
求

さ
れ
ま
す
が
、
学
位
記
が
実
際
に
役

立
つ
社
会
環
境
も
か
な
り
整
っ
て
き

た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
の
修

士
課
程
の
2
年
生
は
、
脅
学
生
も
多

く
、
ま
た
他
大
学
や
本
学
博
士
課
程

へ
の
進
学
が
多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴

的
で
し
た
。

最
後
に
コ
ー
ス
の
現
況
で
す
。
5

年
度
の
ス
タ
ッ
フ
の
動
向
と
し
て

は
、
勝
崎
先
生
が
Ⅱ
月
に
着
任
さ
れ
、

犬
伏
先
生
が
千
葉
大
学
へ
転
出
さ
れ

ま
し
た
（
3
月
）
。
高
橋
教
授
が
学

部
長
に
就
任
さ
れ
（
1
0
月
）
、
梅
林

教
授
は
、
1
0
月
か
ら
6
年
度
9
月
ま

で
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
へ
、
ま
た
西
川

助
教
授
が
テ
キ
サ
ス
か
ら
帰
任
（
日

月
）
さ
れ
ま
し
た
。
嶋
田
協
先
生
に

は
、
2
月
8
日
に
最
終
講
義
を
終
わ

ら
れ
、
卒
業
生
と
共
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
ま

た
、
は
じ
め
て
コ
ー
ス
教
官
が
主
催

す
る
国
際
的
学
術
集
会
が
3
、
4
件

開
催
さ
れ
、
学
生
諸
君
の
英
会
話
力

が
大
い
に
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
7
年
3
月
に
は
、
生
物

資
源
学
部
建
物
2
期
工
事
が
完
成

し
、
農
芸
化
学
は
そ
の
6
階
と
7
階

に
7
研
究
室
が
す
べ
て
入
居
し
ま

す
。
5
年
度
に
地
域
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
の
建
物
、
遺
伝
子
研
究
施
設
の

建
物
が
完
成
し
、
農
芸
化
学
関
係
の

研
究
も
沢
山
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
6
年
度
に
は
、
機
器
分

析
セ
ン
タ
ー
、
講
堂
が
建
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
研
究
機
器
も
N
M
R
、

E
S
R
、
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
、
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
、
C
D
、
超
微
量
ア
ミ

ノ
酸
分
析
計
、
D
S
C
と
揃
い
、
支

備
に
関
し
て
は
あ
ま
主
り
不
平
も
言
え

を
く
な
り
そ
う
で
す
〈
し
若
い
研
究
者

や
院
生
が
機
器
に
頼
ら
ず
、
数
に
た

よ
ら
ず
、
そ
し
て
教
官
に
た
よ
ら
ず

に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
開
い
て
い

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
（
〉

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
、

先
輩
の
か
た
方
の
益
々
の
ご
活
躍
を

祈
り
、
ま
た
、
併
せ
て
来
年
度
に
卒

業
す
る
本
コ
ー
ス
の
学
生
へ
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
6
年
3
百
十
日
日
　
記
）

大
5
ク
ラ
ス
会

「
人
生
の
節
目
に
旧
交

を
暖
め
つ
つ
」

昨
秋
日
月
、
人
生
の
節
目
の
時
期

を
機
に
大
学
5
回
の
ク
ラ
ス
会
を
志

撃
町
和
具
で
実
施
し
ま
し
た
。
還
暦

の
前
後
、
定
年
で
次
の
人
生
を
過
ご

し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
定
年
を
迎

え
る
人
を
ど
ゾ
ー
ン
の
節
目
で
す
。

出
席
者
は
目
名
、
ク
ラ
ス
の
卒
業

者
が
2
8
名
、
物
故
者
3
名
、
消
息
不

明
2
名
で
す
の
で
ま
ず
ま
ず
の
出
席

率
で
し
た
。

4
年
ぶ
り
の
会
で
し
た
の
で
内
容

は
充
実
。

2
2
日
、
浜
島
c
c
で
ゴ
ル
フ
（
2

組
）
を
楽
し
み
、
夕
刻
か
ら
メ
イ
ン

の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
ヒ
ゲ
を

振
り
立
て
る
伊
勢
海
老
な
ど
の
舟
盛

り
の
活
き
造
り
、
お
膳
の
上
も
海
の

幸
一
杯
で
大
い
に
飲
み
か
つ
食
べ
な

が
ら
遅
く
ま
で
話
し
に
花
を
咲
か
せ

た
。
夫
婦
で
初
め
て
ゆ
っ
く
り
と
海

外
旅
行
を
し
た
こ
と
、
再
就
職
の
た

め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
の
研
修

の
こ
と
、
新
ら
た
な
趣
味
を
始
め
た

こ
と
な
ど
、
夫
々
に
人
生
を
活
き
活

き
と
豊
か
に
過
さ
れ
て
い
る
様
子
が

っ
か
り
、
お
互
い
に
良
い
刺
激
に
な

一

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
朝
は
あ
れ
だ

け
飲
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
日
酔

の
者
も
な
く
手
こ
ね
ず
し
、
あ
ら
煮

な
ど
の
朝
食
を
き
れ
い
に
た
い
ら
げ

学
生
時
代
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
ま
し

た。

2
3
日
は
、
御
遷
宮
直
後
の
木
の
香

新
ら
し
い
伊
勢
神
宮
に
参
拝
、
お
互

い
の
健
康
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。
丁

度
新
嘗
祭
当
日
、
御
神
事
を
拝
見
出

来
、
思
い
出
に
残
る
参
拝
に
な
り
ま

した。午
後
、
松
阪
へ
足
を
伸
ば
し
、
松

阪
城
跡
・
鈴
乃
屋
・
三
井
家
旧
宅
を

ど
を
散
策
し
た
後
、
「
和
田
金
」
で

松
坂
肉
に
舌
鼓
を
う
ち
、
次
回
の
再

会
を
約
し
て
解
散
、
帰
路
に
つ
い
た
。

皆
様
つ
か
の
間
、
学
生
時
代
の
気

分
に
戻
り
、
命
の
洗
濯
を
し
て
頂
い

た
も
の
と
幹
事
は
自
画
自
賛
し
て
お

り
ま
す
。

（
出
席
者
、
芦
田
・
岡
田
・
岡
出
・

加
藤
・
榊
原
・
刀
根
・
水
谷
・
山

口
・
山
田
・
植
松
・
森
田
）植

松
・
森
田

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

三
翠
化
学
三
吉
号
第
4
両
掲
載
の
「
秋

の
花
」
（
西
山
正
之
氏
御
寄
稿
）
の

①
ヒ
オ
ウ
キ
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
塞
癌
清
治

畿
饗

一

、

目

論
幾
螺
築一／－

し
ぐ
：
つ
い

詰
尊
台

欝
談
誓
詳

パ
ス
ポ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
も
そ
こ
そ

こ
に
微
笑
み
て
ス
イ
ス
楽
し
め
と
車

掌
言
ひ
ゆ
く

レ
マ
ン
湖
に
沿
ひ
て
走
れ
る
列
車
の

左
列
に
作
れ
る
葡
萄
畑
続
く

空
模
様
未
だ
分
た
ぬ
朝
ま
だ
き
牛
は

草
食
む
ベ
ル
と
よ
も
せ
て

湖
の
上
に
う
る
む
空
気
の
水
色
を
表

は
さ
む
術
思
ひ
見
つ
め
ぬ

明
け
そ
め
し
窓
に
べ
ル
ナ
ー
三
山
の

現
る
る
を
待
つ
眼
こ
ら
し
て

川
に
浴
び
戻
り
き
て
立
つ
菩
提
樹
の

薫
れ
る
と
こ
ろ
往
き
に
も
立
ち
し

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
を
諦
め
宿
に
籠
り
ゐ

て
日
本
と
異
な
る
雨
音
を
聞
く

北
海
道
の
花
に
等
し
と
妻
に
教
ふ
ブ

ル
ユ
ー
ジ
ユ
駅
に
咲
く
ハ
マ
ナ
ス
を

一
面
に
霧
た
ち
こ
む
る
窓
に
向
ひ
登

れ
ざ
る
山
を
思
ひ
パ
ン
食
む

ゆ
き
ず
り
の
日
本
人
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

た
の
み
愛
の
湖
を
背
に
妻
と
並
び
ぬ

線
路
渡
る
若
年
に
向
ひ
待
た
さ
れ
し

電
車
の
な
か
の
吾
等
手
を
振
る

菩
提
樹
の
花
か
ほ
り
リ
ポ
プ
ラ
の
繁

と
べ
る
修
道
院
の
庭
に
妻
と
憩
ひ
ぬ

草
原
を
登
り
ゆ
く
ス
イ
ス
ブ
ラ
ウ
ン

牛
の
さ
す
が
に
強
き
肢
首
を
見
つ

暮
れ
遅
き
夕
べ
の
街
に
ビ
ー
ル
飲
む

マ
ロ
ニ
エ
の
青
さ
実
を
仰
ぎ
つ
つ

馴
染
み
深
き
草
ぐ
さ
繁
り
て
親
し
か

り
言
葉
通
は
ぬ
国
の
牧
場
に

里
熊
の
声
に
目
覚
め
て
窓
に
仰
ぐ
晴

れ
て
ゐ
る
の
か
判
ら
ぬ
空
を

刈
取
り
し
区
液
肥
を
撒
き
し
区
牛
食

む
区
そ
れ
ぞ
れ
の
色
に
整
ひ
と
見
ゆ

ベ
ル
ギ
ー
に
住
ま
ひ
て
よ
り
か
体
小

さ
き
自
学
が
胸
を
張
り
て
歩
む
も

日
本
の
棚
田
の
如
く
美
し
く
急
勾
配

に
草
地
整
ふ

パ
ネ
ル
の
上
に
濯
ぎ
も
の
乾
か
す
こ

と
も
真
似
て
ル
ー
ベ
ン
の
子
の
部
屋

に
三
日
経
つ

こ
の
旨
き
フ
ォ
ン
デ
ュ
の
チ
ー
ズ
を

誇
ら
か
に
ア
ッ
ベ
ン
ツ
エ
ル
と
ウ
エ

ー
ト
レ
ス
答
ふ

ア
メ
リ
カ
産
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
が
ベ
ル

ギ
ー
の
ス
ト
ア
に
並
ぶ
七
割
安
く

二
度
搾
り
の
チ
ー
ズ
ま
で
民
よ
り
召

し
上
げ
し
王
住
み
し
と
ふ
シ
ャ
ト
ー

を
巡
る

花
薫
る
菩
提
樹
の
下
に
憩
ふ
と
き
子

は
う
す
暗
き
冬
の
日
を
言
ふ

実
の
つ
き
し
枇
杷
と
泰
山
木
の
花
を

見
つ
ル
ガ
ノ
の
湖
に
下
り
ゆ
く
と
き

敷
煉
瓦
の
隙
に
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

生
ふ
レ
ー
ウ
ワ
ル
デ
ン
の
露
地
の
静

け
し

来
し
時
に
花
薫
り
ゐ
し
菩
提
樹
の
垂

る
る
実
仰
ぐ
旅
の
終
に

レ
ー
ウ
ワ
ル
テ
ン
の
ひ
そ
け
さ
露
地

の
暮
れ
を
づ
み
ハ
タ
ザ
オ
は
長
き
穂

影
を
落
す

日
本
よ
り
茶
を
持
ち
き
し
が
流
れ
ぬ

ま
ま
欧
州
二
十
日
の
旅
の
終
り
ぬ


